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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音響流体中に張架され、前記音響流体を介して光源からの光の照射を受けて音響波を発
生させるシート状の音響波発生部材と、
　前記音響流体と前記音響波発生部材とを介して被検体からの音響波を受信し受信信号を
出力する探触子と、を有し、
　前記音響波発生部材は、前記音響波流体と接する一方の面から伝搬した前記音響波を他
方の面に接する前記音響波流体に伝搬する際に、横波成分より縦波成分を支配的に伝搬す
るように設けられていることを特徴とする音響波装置。
【請求項２】
　前記被検体と前記探触子とは、前記音響流体と前記音響波発生部材とを介して音響的に
結合されることを特徴とする請求項１に記載の音響波装置。
【請求項３】
　光源からの光を導き被検体に照射する光学系をさらに備えることを特徴とする請求項１
または２に記載の音響波装置。
【請求項４】
　前記光学系は、前記他方の面に向けて光を照射することにより前記音響波発生部材に前
記音響波発生部材の厚みの１０倍以上の直径を有する被照射領域を形成することを特徴と
する請求項１乃至３のいずれか１項に記載の音響波装置。
【請求項５】
　前記音響波発生部材の厚みは、前記光学系からの照射光の照射光軸を法線とする仮想平
面に前記被照射領域を正射影した射影領域に内接する仮想円の直径の１０分の１以下であ
ることを特徴とする請求項４に記載の音響波装置。
【請求項６】
　前記音響波発生部材は、０．０００１ＧＰａ以上のヤング率を有することを特徴とする
請求項１乃至５のいずれか１項に記載の音響波装置。
【請求項７】
　前記音響波発生部材は、０．１ＧＰａ以下のヤング率を有することを特徴とする請求項
６に記載の音響波装置。
【請求項８】
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　前記音響波発生部材は、前記探触子の有効受信帯域における最小受信波長の１／２より
も小さい厚みを有していることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の音響
波装置。
【請求項９】
　前記音響波発生部材は、ゴムで構成されていることを特徴とする請求項１乃至８のいず
れか１項に記載の音響波装置。
【請求項１０】
　前記音響波発生部材は、前記音響波発生部材の光吸収係数の逆数よりも大きい厚みを有
していることを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載の音響波装置。
【請求項１１】
　前記音響波発生部材は、１０×１０－６／Ｋよりも大きい線膨張係数を有していること
を特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の音響波装置。
【請求項１２】
　前記光学系を介して前記音響波発生部材に光を照射する光源をさらに備えることを特徴
とする請求項３に記載の音響波装置。
【請求項１３】
　前記探触子は、配列された複数の変換素子を備える探触子アレイであることを特徴とす
る請求項１または１２のいずれか１項に記載の音響波装置。
【請求項１４】
　前記探触子アレイは、それぞれの変換素子の有効受信領域がアイソセンタと重なるよう
にそれぞれの音響波受信面が互いに異なる方向に向けられていることを特徴とする請求項
１３に記載の音響波装置。
【請求項１５】
　前記アイソセンタと前記探触子アレイの前記音響波受信面の中心とを結ぶ複数の仮想成
分が通過するように、前記音響波発生部材が配置されていることを特徴とする請求項１４
に記載の音響波装置。
【請求項１６】
　前記受信信号から前記被検体の音響特性値情報を取得する信号処理部をさらに備えてい
ることを特徴とする請求項１乃至１５のいずれか１項に記載の音響波装置。
【請求項１７】
　前記信号処理部は前記被検体の音響特性値情報を画像化することを特徴とする請求項１
６に記載の音響波装置。
【請求項１８】
　前記信号処理部は、画像化した前記音響特性値情報を表示手段に表示することを特徴と
する請求項１７に記載の音響波装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】音響波装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一側面の音響波装置は、音響流体中に張架され、前記音響流体を介して光源か
らの光の照射を受けて音響波を発生させるシート状の音響波発生部材と、
　前記音響流体と前記音響波発生部材とを介して被検体からの音響波を受信し受信信号を
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出力する探触子と、を有し、前記音響波発生部材は、前記音響波流体と接する一方の面か
ら伝搬した前記音響波を他方の面に接する前記音響波流体に伝搬する際に、横波成分より
縦波成分を支配的に伝搬するように設けられていることを特徴とすることを特徴とする。
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种光学超声波感应型超声波装置，其中即使距离
超声波发生构件的距离增加，超声波的能量也不容易降低。 一本发明的
超声波装置具有超声波发生部件13a，该超声波发生部件13a配置在被检
体和超声波接收用阵列17之间，以使被检体与超声波接收用阵列17声学
耦合。并且声学地接触设置在超声波接收阵列17中的声学液体40类似于
在声学液体40中拉伸的光吸收构件，以插入在光吸收构件和光吸收构件
之间。 发明背景
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